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製
造
事
業
所
を
対
象
に
平
成　

年
１８

工
業
統
計
調
査
（　

月　

日
現
在
）

１２

３１

を
実
施
し
ま
す
。
調
査
に
当
た
っ
て

は
、
本
年　

月
か
ら
来
年
１
月
に
か

１２

け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ

い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に

基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

�問
 
　

広
報
統
計
課
統
計
係

�
３
２
―
１
１
１
１

 　

子
ど
も
会
活
動
は
地
域
の
子
ど
も

が
集
ま
り
、
仲
間
を
つ
く
り
、
遊
び

を
通
し
て
連
帯
性
、
協
調
性
な
ど
人

間
関
係
を
学
び
、
主
体
性
、
創
造
性

を
伸
ば
し
、
た
く
ま
し
い
子
ど
も
に

育
て
る
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
中
心
は
、
各
地
域
で
組
織

さ
れ
て
い
る
「
単
位
子
ど
も
会
」
に

な
り
ま
す
。
単
位
子
ど
も
会
相
互
の

広
報
統
計
課

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を
！

生
涯
学
習
課

子
ど
も
会
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

連
携
を
深
め
、
活
動
の
充
実
・
発
展

を
図
る
た
め
に
、
宇
城
市
子
ど
も
会

に
加
入
し
ま
せ
ん
か
。

　

子
ど
も
会
の
会
員
は
、
万
一
の
事

故
に
備
え
、
県
子
連
安
全
会
に
も
加

入
で
き
ま
す
。

年
会
費　

県
子
連
安
全
会
加
入
の
場

合
１
人
３
８
０
円
（
県
子
連
安
全
会

登
録
費
を
含
む
）

�問
 
　

生
涯
学
習
課
青
少
年
係

�
３
３
―
１
２
４
０

 　

百
人
一
首
と
い
う
と
難
し
そ
う
で

す
が
、
誰
に
で
も
で
き
る
か
る
た
形

式
に
よ
る
百
人
一
首
で
す
。

　

大
会
終
了
後
は
、
ぜ
ん
ざ
い
会
も

あ
り
ま
す
の
で
、
多
数
の
参
加
お
待

ち
し
て
い
ま
す
！

期
日　

平
成　

年
１
月
６
日
�

１９

時
間　

受
付
／
午
前
９
時　

分
〜

００

　
　
　

開
会
／
午
前
９
時　

分
〜

３０

場
所　

豊
野
公
民
館

対
象　

宇
城
市
子
ど
も
会
に
登
録
し

て
い
る
人

種
目　

小
学
生
低
学
年
の
部
（
１
年

宇
城
市
子
ど
も
会

新
春
百
人
一
首
大
会
参
加
者
募
集

〜
３
年
）・
高
学
年
の
部
（
４
年
〜

６
年
）・
中
学
生
の
部

参
加
費　

無
料

�申
 

・
�問
 
　

生
涯
学
習
課
青
少
年
係

�
３
３
―
１
２
４
０

 　

農
産
加
工
グ
ル
ー
プ
「
文
殊
の
ち

え
」
で
は
、
地
元
の
農
産
物
を
使
っ

た
体
験
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

　

お
友
達
を
誘
っ
て
こ
ん
に
ゃ
く
づ

く
り
、
正
月
の
餅
づ
く
り
を
体
験
し

ま
せ
ん
か
？

対
象　

市
在
住
の
人

日
時　
　

月　

日
�
・　

日
�

１２

２４

２５

　
　
　

午
後
１
時
〜
５
時

場
所　

農
産
物
処
理
加
工
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
小
川
町
南
海
東
）

講
師　

文
殊
の
ち
え

参
加
費　

こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り
、
餅

づ
く
り
各
５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

持
参
す
る
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

定
員　
　

人
程
度

２０

申
込
期
限　
　

月　

日
�

１２

２０

�申
 

・
�問
 
　

指
定
管
理
者
文
殊
の
ち
え

�
４
３
―
４
１
９
９

文
殊
の
ち
え

農
産
加
工
品
づ
く
り
体
験
教
室

 　

地
域
の
高
齢
者
の
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し

た
生
き
が
い
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り

な
ど
の
社
会
参
加
を
進
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
そ
の
指
導
者
と
な
ら
れ
る

シ
ニ
ア
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る

た
め
の
講
座
で
す
。

期
間　

平
成　

年
２
月　

日
�
〜　

１９

１９

２３

県
高
齢
者
支
援
総
室

シ
ニ
ア
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

日
�
の
４
日
間

受
講
対
象　

原
則
と
し
て　

歳
以
上

５０

で
、
日
常
的
に
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し

て
お
り
、
講
座
受
講
後
に
シ
ニ
ア
Ｉ

Ｔ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
を
行
う
意

欲
の
あ
る
人

�問
 
　

県
高
齢
者
支
援
総
室

�
０
９
６
―
３
３
３
―
２
２
１
５

熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.pref.kum

am
oto.jp/

うう
きき
うう
きき
イイ
ンン
フフ
ォォ
メメ
ーー
シシ
ョョ
ンン

　このほど、第１５回全国産業用無人ヘリコプター飛行
技術競技大会が茨城県水戸市で開催されました。無人
ヘリによる諸作業の推進と安全運行の啓発に努め、効
率かつ安全な作業の実施に役立てることが目的です。
県代表として宇城市から松橋町無人ヘリ管理組合の河
野公明さん・田中利浩さんペアが出場。「対面飛行・
前行進飛行男子Ａの部」で３位入賞を果たしました。

無人ヘリ飛行技術を競う全国大会
～田中さん・河野さんペアが見事３位～

愛
機
Ａ
Ｙ
Ｈ
―
３
を
前
に
賞
状
を
手

に
す
る
田
中
さ
ん（
左
）と
河
野
さ
ん
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当
館
で
は
、
郷
土
の
伝
統
的
工
芸

品
「
小
川
凧
」
の
継
承
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
凧
づ
く
り

の
支
援
者
や
、
宇
城
市
物
産
展
で
子

ど
も
た
ち
が
製
作
し
た
「
小
川
凧
」

を
展
示
し
ま
す
。

　

興
味
が
あ
る
人
、
製
作
し
た
い
人

は
、
ご
来
場
の
上
「
小
川
凧
」
の
素

晴
ら
し
さ
を
観
賞
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間　
　

月　

日
�
〜
平
成　

年
１

１２

２６

１９

月　

日
�

３１
場
所　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
シ
テ
ィ
・
バ

リ
ュ
ー
内
「
オ
ア
シ
ス
コ
ー
ト
」

小
川
公
民
館

「
小
川
凧
」を
展
示
し
ま
す

�問
 
　

小
川
公
民
館

�
４
３
―
０
０
０
４

 　

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
資
産

に
は
、
土
地
、
家
屋
の
ほ
か
に
事
業

用
の
償
却
資
産
（
構
築
物
・
機
械
・

器
具
・
備
品
・
船
舶
な
ど
）
が
あ
り

ま
す
。

　

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
個
人
・

法
人
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
方
税
法
に

よ
り
毎
年
１
月
１
日
の
所
有
資
産
に

つ
い
て
、
１
月　

日
ま
で
に
所
在
地

３１

の
市
町
村
長
へ
申
告
す
る
こ
と
が
義

税
務
課

平
成　

年
度
償
却
資
産
の
申
告
を

１９

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
農
業
・
漁

業
の
人
を
含
む
）。

�問
 
　

税
務
課
資
産
税
係　

�
３
２
―
１
１
１
１（
内
線
１
７
６
）

 【
中
級
ク
ラ
ス
】
各　

人
１０

期
日　

平
成　

年
１
月　

日
�
〜
３

１９

２７

月　

日
�
の
毎
週
土
曜
日（
計　

回
）

３１

１０

時
間　

①
午
後
０
時　

分
〜
１
時　

１０

２０

分　

②
午
後
１
時　

分
〜
２
時　

分

３０

４０

対
象　

２
種
目
を　

㍍
以
上
泳
げ
る

２５

子
ど
も

【
Ａ
ク
ラ
ス
】
各　

人
２０

期
日　

平
成　

年
１
月　

日
�
〜
３

１９

２６

月　

日
�
の
毎
週
金
曜
日（
計　

回
）

３０

１０

時
間　

①
午
後
４
時　

分
〜
５
時　

３０

４０

分　

②
午
後
６
時
〜
７
時　

分
１０

対
象　

水
慣
れ
し
て
い
な
い
４
歳
か

ら
小
学
校
低
学
年

【
Ｂ
ク
ラ
ス
】
各　

人
２０

期
日　

平
成　

年
１
月　

日
�
〜
３

１９

２２

月　

日
�
の
毎
週
月
曜
日（
計　

回
）

２６

１０

時
間　

①
午
後
４
時　

分
〜
５
時　

３０

４０

分　

②
午
後
６
時
〜
７
時　

分
１０

対
象　

水
慣
れ
し
て
い
る
小
学
校
低

学
年

場
所　

不
知
火
温
水
プ
ー
ル

会
費　

各
５
０
０
０
円
（
入
館
料
・

保
険
料
込
み
）

申
込
受
付　

平
成　

年
１
月
８
日

１９

（
祝
・
月
）
午
前
９
時
〜

不
知
火
温
水
プ
ー
ル

子
ど
も
水
泳
教
室

※
当
日
午
前
８
時
半
か
ら
各
教
室
定

員
分
の
整
理
券
（
当
日
の
み
有
効
）

と
申
込
用
紙
を
配
り
ま
す
の
で
、
会

費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
整
理
券
は
１
人
１
枚
限
り
（
兄
弟

に
つ
い
て
は
人
数
分
認
め
ま
す
）。

�問
 
　

不
知
火
温
水
プ
ー
ル

�
３
３
―
６
６
７
８

 
対
象
治
療
法　

体
外
受
精
お
よ
び
顕

微
授
精

給
付
内
容　

１
年
度
に
つ
き
上
限　
１０

万
円

助
成
期
間　

通
算
「
２
年
度
」
か
ら

「
５
年
度
」
へ
拡
大

助
成
対
象
者　

体
外
受
精
お
よ
び
顕

微
授
精
以
外
の
治
療
法
で
は
妊
娠
の

可
能
性
が
な
い
と
医
師
に
診
断
さ
れ

た
県
内
（
熊
本
市
を
除
く
）
に
住
む

戸
籍
上
の
夫
婦
。
平
成　

年
度
は
、

１８

治
療
終
了
日
が　

年
４
月
１
日
〜　

１８

１９

年
３
月　

日
の
人
が
対
象
（　

年
３

３１

１９

月
末
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
）

所
得
制
限　

あ
り
（
夫
婦
合
算
し
た

所
得
額
が
６
５
０
万
円
未
満
）

指
定
医
療
機
関　

県
宇
城
保
健
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法　

治
療
終
了
後
、
県
保
健

所
に
備
え
付
け
の
申
請
書
と
受
診
証

明
書
に
住
民
票
、
戸
籍
謄
本
ま
た
は

外
国
人
登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
書
、

県
健
康
づ
く
り
推
進
課

特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成
期
間
延
長

夫
婦
の
所
得
証
明
書
を
添
え
て
、
最

寄
り
の
保
健
所
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

�問
 
　

県
宇
城
保
健
所

�
３
２
―
１
１
４
７

県
健
康
づ
く
り
推
進
課

�
０
９
６
―
３
３
３
―
２
２
０
９

 　

県
で
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
受
け

ら
れ
る
医
療
の
実
現
、
ま
た
、
医
療

機
関
に
お
け
る
患
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

や
医
療
の
質
の
向
上
を
目
指
し
て
、

医
療
に
関
す
る
患
者
や
家
族
か
ら
の

相
談
な
ど
を
受
け
付
け
る
「
医
療
安

全
相
談
窓
口
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
医
療
に
関
す
る
相
談
に
つ

い
て
は
、
各
保
健
所
で
従
来
ど
お
り

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

設
置
場
所　

県
健
康
福
祉
部
医
療
政

策
総
室
内
（
県
庁
新
館
４
階
）

�
０
９
６
―
３
８
３
―
７
０
２
０

�
０
９
６
―
３
８
５
―
１
７
５
４

電
子
メ
ー
ル

iryoseisaku@
pref.kum

am
oto.lg.jp

受
付
日　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
お
よ

び
年
末
年
始
を
除
く
）

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

相
談
員　

医
療
安
全
相
談
員
お
よ
び

医
療
政
策
総
室
職
員

�問
 
　

県
宇
城
保
健
所

�
３
２
―
１
１
４
７

県
医
療
政
策
総
室

熊
本
県
医
療
安
全
相
談
窓
口

　宇城幼少年婦人防火委員会はこのほど、日本防火協
会の助成事業の一つで、宝くじの助成金で整備される
『幼年消防用活動資器材助成事業』の指定を受けました。
これにより、宇城地区幼年消防クラブの中で、防火・
防災について活発な活動を行っている松橋町豊福のま
こと幼稚園（島村繁子園長）へ鼓笛隊セットを寄贈する
ことが決定。１１月１０日、同園で寄託式が行われました。

まこと幼稚園に鼓笛隊セットを寄贈
～日本防火協会の防火普及啓発事業～

寄
託
式
で
鼓
笛
隊
セ
ッ
ト
を

初
お
披
露
目
す
る
園
児
た
ち

　

月　

日
は
海
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
へ
！

１２

２３

 
煌 
き
の �
三
角
幻
灯
祭
�

き
ら
め

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
映
し
出
す
３
０
０
０
個
の
キ
ャ
ン
ド
ル
と
ラ
ン
タ
ン
。
煌
き
の
中
、
伝
説
の
町
・
三
角
が 
蘇 
る
。
午
後
５
時
開
場
、
ラ
ン

よ
み
が
え

の
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
よ
。
あ
な
た
も
伝
説
の
証
人
に
な
り
ま
せ
ん
か
？　

�問
 

三
角
町
商
工
会　

�
５
２
―
２
５
３
０




